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１．はじめに 

 

機械部品や構造物材の表面を見ると，圧延，鋳造な

どのままの生地の部分と刃物などで切り取った部分が

あることが理解できる．この場合，後者のように削り

取る加工のことを，特に除去加工という．また，除去

加工の要否を問わず，その表面にはざらざらからすべ

すべに至るまで様々な凹凸の段階があることがわかる．

この段階のことを表面粗さという．さらに製品の表面

には，加工によって様々な筋目模様が印されている．

このような模様を筋目方向という． 
このような表面の感覚の基になる量を総称して表面

性状と呼ぶことになり，従来の規格の「面の肌の図示

方法」が大きく改訂されて，表面性状の図示方法（JIS 
B 0031-2003）として規定された． 
弊社では，技術社員の能力開発やレベルアップを各

業種や職務，経験などの各段階に応じて体系的，かつ

効果的・効率的に習得するための生涯職業能力開発体

系を開発して実践している． 

本報では，機械系技術者の基礎研修において表面性

状の考え方（事前にその理解度を調査した）について

講義内容をまとめ研修を行ったところ一定の成果が得

られたので事例報告を行う． 

 

２．規格の修得状況 
 
２．１ 新旧規格の図示方法に関するコメント 

新旧両規格を比べてみると，この両規格のタイトル

にある｢図示記号｣そのものにはほとんど変わりはない

が，この規格に添えて記入される技術内容は，改定と

いうよりも全く新規なものに，それも数段高度で詳細

な技術水準を指示するという膨大な規模の規格に変身

した． 
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旧規格の｢面の肌｣と新規格の｢表面性状｣とが，どう

違うかについては，前者が“ものの性質”の意味合い

が薄いことと，工業分野で普及しているとはいえない，

などの理由で，技術用語として広い意味を持つ後者に

変更された． 

新規格の特徴を一言でいうと，“表面性状のパラメー

タの種類の飛躍的拡大”ということである． 

２．２ 技術知識のレベルの確認 

機構系新入社員は 48名（2010年度）である．入社
直後に実践向けの実力確認試験を実施し，研修（新入

社員の教育期間は，３ヶ月で一般研修を１週間（経営

理念，方針，沿革などの基礎知識），専門の基礎研修を

１～２ヵ月，基礎研修終了後，応用研修を２～３ヶ月

としてカリキュラムを組んでいる．専門研修の基礎研

修で，機械系では２Ｄ，３ＤＣＡＤの操作，機械設計

製図（講義と演習），また機械要素設計，工作機械加工

技術，材料力学などの座学がある．）に入る前に，新入

社員の実践的な技術知識のレベルを確認している．こ

こではその詳細は省略する． 
２．３ 表面あらさ・面の肌の図示方法・表面性状の

図示方法に関するアンケート調査 

 基礎研修中に次の項目についての理解度に関するア

ンケート調査を行った．教育機関では必ずしも最新の

規格内容を講義・演習させているとは限らないことも

実状としてある．また図面は旧規格で表示・図示され

ていることも多いので，ここでは表面性状の図示方法，

面の肌の図示方法，そして表面あらさの表示法に分類

している．アンケートの回答は５段階に分類した． 

５：よく理解している． 

４：理解している． 

３：知っている． 

２：習った覚えがある・学習した記憶がある． 

１：全く学習していない・記憶にない． 

１．表面性状の図示方法について（一部のみ） 

Ａ．パラメータ記号Raを理解していますか． 



  

Ｂ．パラメータ記号Rzを理解していますか． 

Ｃ．パラメータ記号RzJISを理解していますか． 

Ｄ．表面性状の図面上の指示に関して，図１に示すよ 

 うに図示記号には横線を引き，その下に要求事項

を記入することになっています．この内容を理解

していますか． 

   

 

  図１ 表面性状の図示記号（除去加工する場合） 

 

Ｅ．図２は部品一周の全周面の表面性状図示記号です．

理解していますか． 

 
 
 

 

 

図２ 部品の全周面への記入 

 

Ｆ．図３に示すように図示記号が，図面の下辺または 

 右辺から読めるように記入します．図形の下側ま

たは右側に記入する場合は，引出線を用いて記入

することになります．理解していますか． 

 

 

 

 

 

 

図３ 表面性状の要求事項の向き 

 

２．面の肌の図示方法について（一部のみ） 

Ｇ．図４は算術平均粗さ（Ra）で上限，下限を指示し 

た例です．理解していますか． 

 

 

 

 

図４ 両側許容限界値の場合の上限，下限の指示 

 

Ｈ．面の肌の状態は，加工方法に大きく関わっていま

す．図５に示す要求事項の指示位置は C になりま

す．理解していますか． 

 

 

 

 

図５ 加工方法の指示位置 

Ｉ．図６は算術平均粗さRaによる図示記号の指示位置

（向き）です．理解していますか． 

 
 
 

 

 
図６ 図示記号の向き 

 

３．表面粗さ（仕上記号による）の表示法（一部のみ） 

Ｊ．わが国では，以前から図７に示す仕上記号（数と

表面粗さの標準数列）による表面粗さの記入が広

く行われていました．理解していますか． 

 
 
 
 
 
 

図７ 仕上記号と全体が同一の場合の記入法 
 
３．まとめ（アンケート結果と考察を含め） 

 

20 項目のアンケート内容に関する回答は全体平均
2.2であり，表面性状の図示方法（代表的意味合いで）
の知識については，教育機関においては十分に教育さ

れていない結果となった．例えば，機械工学科で設計

製図と計測工学を大半の学生が修得した時代は去り，

特にカリキュラムの充実が図られ，複合化された科目

が多くなっているようである．このことも今回の調査

結果に反映しているものと考える．さらに，実務経験

の全く無い教える側の問題も顕在化しているであろう． 
①設計－ものづくりという技術の本質からすれば設計 
製図，加工技術・測定，機械実習などの科目が少な 
い（減少している）ため設計技術者としての素養不 
足の感が強い． 
②ものをつくることにより，設計の適正，不適正と図

面の良否が理解できるのである．設計したものを製

作する体験学習を実現できるようお願いしたい．  
③製品を図面で理解し（図面を描く技術），図面から読

み取る能力（図面を読む技術）とその知識が必要で

ある． 

④実機の機構を理解させること．自分のアイデアを図

面化できることが必要で，何よりも図面を理解し実

物をイメージできる能力の育成が大切である． 

採用後の育成は，設計技術者として即戦力にするた

めにあらゆる可能性を探り，教育・育成していくのが

企業の使命であり責任であると痛感している． 

① 


